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二
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次
号
は
一
月
発
行
予
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編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
景
観
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

が
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
こ
こ
数
カ
月
お
目
に
掛
か
れ
ま
せ
ん
。
最

近
は
ミ
ニ
畑
の
世
話
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

昨
年
の
池
子
の
イ
ベ
ン
ト
の
絵
と
文
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

10
月
21
日
「
池
子
の
森
の
プ
チ
ト
レ
イ
ル
。
目
の
前
で
、
森
の
藪
に
生
き
る
生
物
を
、

自
然
観
察
会
の
先
生
の
愛
の
こ
も
っ
た
観
察
と
解
説
に
、
納
得
し
た
り
、
好
奇
心
が
満
足

さ
れ
た
り
。 

 
野
鳥
の
観
察
。
夏
鳥
か
ら
秋
鳥
に
変
わ
り
、
も
う
直
ぐ
、
冬
鳥
が
渡
っ
て
来
る
そ
う
で

す
。
高
い
枝
で
、
チ
、
チ
ッ
チ
ー
と
鳴
い
て
い
る
鳥
。
オ
オ
ル
リ
と
云
う
鳥
で
す
。
野
鳥

の
鳴
い
て
い
る
現
場
で
、
鳥
の
名
前
と
鳴
き
声
を
生
ま
れ
て
初
め
て
セ
ッ
ト
で
知
り
ま
し

た
。
感
激
で
す
。
深
ま
る
秋
の
、
自
然
の
森
の
景
観
を
ぼ
ー
っ
と
楽
し
み
。 

眼
の
前
の
印
象
を
、
ち
ょ
こ
っ
と
ス
ケ
ッ
チ
」 

 

10
月
27
日
「
池
子
の
森 

音
楽
祭
。
今
日
一
日
、
子
供
も
、
大
人
も
、
外
国
の
方
も
、

み
な
平
等
に
、
広
い
運
動
場
で
、
嬉
々
と
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
午
前
か
ら
参
加

し
て
、
思
い
が
け
ず
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
名
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
若

い
頃
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
指
の
腱
鞘
炎
の
た

め
、
殆
ん
ど
演
奏
出
来
ま
せ
ん
。
毎
日
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
、
世
界
の
ギ
タ
リ
ス
ト
の
演

奏
を
聴
く
ほ
ど
。
何
と
、
池
子
で
聴
け
る
と
は
。 

 

午
後
か
ら
の
出
し
物
は
、
痛
快
な
、
ち
ん
ど
ん
屋
さ
ん
。
確
か
、
子
供
の
頃
に
出
会
っ

て
以
来
で
す
。
ち
ん
ど
ん
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
と
は
対
照
的
な
芸
術
と
い
え
る
。
同

じ
ブ
ー
ス
で
、
演
奏
す
る
不
思
議
。
お
囃
子
太
鼓
の
音
に
、
後
ろ
に
続
く
子
供
た
ち
と
、

私
も
幼
き
日
に
、
戻
り
ま
し
た
。 

今
日
の
日
を
、
あ
り
が
と
う
。
ち
ん
ど
ん
を
、
ち
ょ
こ
っ
と
ス
ケ
ッ
チ
」 

『
ち
ょ
こ
っ
と
ス
ケ
ッ
チ

』 

 

逗
子
の
イ
ベ
ン
ト
や
街
角
で
、
帽
子
を
か
ぶ

り
、
ち
ょ
こ
っ
と
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
男
性「池子の森」 

 

彼
の
ス
ケ
ッ
チ
す
る
と
こ
ろ
に
逗
子
ら
し
い

景
観
あ
り
と
感
じ
ま
す
。 

紹
介
文 

 

玄 

真
琴 

文
中
の
文
・
絵 

木
下 

俊
延 「池子の森音楽祭」 

木下さんのＨＰはこちら → http://sketchalacarte.web.fc2.com/ 
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まちなみデザイン逗子賞 

瓦版編集担当 逗子市環境都市部まちづくり景観課  

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎一階、まちづくり景観課窓口、市民交流センターに配架しています。 

逗子市 HPやフェイスブックも見てね！ 

あなたは逗子のどんなところが好きですか？まちの好き、教えてください！ 

 「まちなみデザイン」とは、海、山、川などの自然景観ではな

く、人々の生活によって作られている景観です。逗子の豊かな自然

と調和した家、通りに潤いを与える前庭、まちの雰囲気をよくして

いるお店や看板、街角にあるコミュニティスペースや花壇、その手

入れをしている人々の活動。生活をするうえで豊かさを感じさせる

景観を作っていく気づかい、ステキだと思いませんか？どなたから

の応募、推薦も大歓迎です。ご応募お待ちしております。 

 

▷まだまだ募集中です！ 

募集期間：募集中～2020 年 11 月 30日まで 

詳しくはまちづくり景観課のＨＰまで！ 

☛ 検索 

[まちなみデザイン逗子]  

 

「まちなみデザイン逗子」は市と市

民団体『ほととぎす隊景観部会』が

共同作成しました。身近に出来る

景観づくりのヒントがわかりやすく、イ

ラスト付きで書かれています。 

桜山の三猿 原風景と逗子の歴史的建物の現状 

20 年前、逗子市内近代和

風建築調査で取り上げられた

約 90 棟の建物のその後につ

いて検証し、新たに調査を始

めた建物も含め、課題と今後

の展望を探ります。 

ヘリテージマネージャー 

とは歴史的建造物の保存活用

に関する専門知識を持つ建築

士等の専門家のことです。 

ひとり    まちあるき 
とこ とこ 

「逗子市内には何と八十数基の庚申塔が現存され、庚申信仰がさかん

に行われたいたことが推測される」と逗子市文化財資料集「路傍の石仏

その一」に書かれていました。数の多さに納得でした。以前住んでいた地

域でも庚申塔は見てきました。しかし、逗子の庚申塔には三猿が六十一

基掘られている事にも驚きでした。 

日蓮上人が法性寺で白猿三匹に救出された土地だからかと想像すると

とても楽しくなってきました。 

越してきて最初に石仏に出会ったの

が田越明神社内でした。庚申塔が六基、

地蔵菩薩二基が山を背に整然と並んで

いました。その中の延宝九年の舟型塔

に魅きつけられスケッチさせて頂きま

した。『日月を陰刻し、六臂青面金剛像

は合掌をし、右手に輪宝と数珠、左手に

金剛杵と払子らしいものを持つ。邪悪

を踏まえた下側に、前向きの三猿、向か

って左より「言わざる」「聞かざる」「見

ざる」が並んでる。』と資料に説明があ

りました。三猿が愛おしい。 

イベントとスポット

をご紹介します！ 

まちなみデザイン逗子賞 

例えば、こんな応募がありました！ 

自治会で所有・ 

管理している 

まちかどの広場 旧宅地にあった樹木を分譲後

も残し、庭木として利用して

いるおうち 

住宅地内にあり、配慮された

デザインの屋外広告物 

などなど 

【イベントについて】 

・日 時：12/5 (土) 13:30-15:00 

・会 場：黒門カルチャークラブ （逗子市新宿 1-4-7） 

・参加費：1,000 円 ／ ・定 員：20 名 

・主 催：地域の原風景を生かすまちづくりの会 

・共 催：かながわヘリテージマネージャー協会 

・後 援：神奈川県登録有形文化財建造物所有者の会、 

逗子葉山経済新聞 

★申込＆問合せ先 ⇒ mail : genfuukei2018@gmail.com 

           電話：050‐3740‐0415 文・絵 田中 慶美 

mailto:genfuukei2018@gmail.com

